
◇小池知事の勝利について

今回の選挙結果について大方のマスコミは

小池「圧勝」となっている。有力候補の得票

は小池ゆり子氏366万票、宇都宮けんじ氏84

万票、山本太郎氏65万票、小野たいすけ氏61

万票だった。前回の小池氏の得票は291万票

で、得票率は前回の44％から59％と15ポイン

ト上昇した。コロナ禍の選挙とは言え、いっ

たい何が「圧勝」に導いたのだろうか。

朝日新聞の出口調査がある。それによると

小池氏には自民・公明支持層の8割、無党派

層の54％、立憲支持層の29％、共産支持層の

17％が投票したという。選挙直前の都内政党

支持率（東京新聞調査）は自民32.7％、公明

3.8％、立憲民主、7.2％、共産3.8％となっ

ている。また小池都政に対する評価（東京新

聞調査）では、評価する22.8％、どちらかと

いえば評価する57.8％で合わせると8割を超

えている。コロナ対策でも大いに評価10.4％、

ある程度評価60.3％で合わせると7割を超え

る。NHKのインターネット1万人調査も興味深

い、コロナ対応で小池知事の評価が「上がっ

た」との回答が35％となっている。つまり小

池氏の大差の勝利は、圧倒的な自民・公明支

持層と、さらにコロナ対応によってもたらさ

れた「高評価」によるものといえよう。

◇本当に圧勝といえるか

コロナ感染拡大以降、各知事の言動が注目

を集めるようになった。「政府VS知事」が演

出され、特に大阪、東京、北海道の知事の評

価が上がったといわれている。小池知事も

「ロックダウン」「東京アラート」などの発

言で耳目を集めながら、「東京都知事の小池

百合子です」で始まる動画CMを流し続けた。

公務と称した事実上の事前運動といってもお

かしくなかった。

都知事選といえば全国的にも注目度の高い

選挙である。著名な候補者が顔をそろえるこ

ともあるが、やはりテレビ討論による華やか

な論戦だった。しかし今回は皆無、インター

ネットによる討論はあったが論戦そのものは

盛り上がりを欠いた。結果、4年前の小池知

事の公約「7つのゼロ」などは顧みられるこ

とはなかった。NHK調査でも「7つのゼロ」に

対し、待機児童ゼロ以外は厳しい評価となっ

ている。

首長選挙で「2期目の現職は強い」といわ

れる。遡ると石原元知事の2003年、2期目の

得票率は69.5％、7割近かった。それ以降、2

期目に挑戦したのは小池氏だけだが、今回の

得票率59％は驚くような数字ではない。すべ

ての条件が現職有利に働いたことを考慮する

と、他の3候補も善戦したといえる。

投票率は前回より4.73ポイント下がったが、

55％だった。1999年以降8回の都知事選では5

番目だが、平均の54.8％を上回った。当初、

コロナ禍と現職有利で投票率は下がると予想

されていた。しかし都民生活と都政の関係が

身近になり、積極的な投票行動につながった

と思われる。

◇一方野党共闘は

立憲民主党、共産党、社民党は宇都宮健児
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氏支援でまとまったが、山本太郎氏の出馬や

国民民主の自主投票など共闘に勢いを欠いた。

またコロナ禍で出馬宣言の遅れ、街頭演説な

ど選挙運動も制限され、宇都宮氏の得票は過

去2回の得票を下回った。昨年7月の参院選比

例（投票率51.76％）では立憲102万票、共産

65.1万票、社民10.3万票だった。今回はその

半分にも満たない。選挙の性格は違うが共闘

の中身が問われるところである。

野党にとっては厳しい結果となったのが、

多摩地域の状況を詳しく見たい。宇都宮氏の

得票率は市部平均が14.04％、西多摩郡平均

が8.43％だった。市部で最も高いのは武蔵野

市の17.65％、次が国立市17.52％で以下小金

井、国分寺、清瀬、三鷹と続き中央線沿線が

多い。低い方では福生市10.64％、武蔵村山

市10.83％で最大と最少の差は7ポイントあっ

た。これは過去の知事選もほぼ同じ傾向だが、

この差を埋めることが野党共闘にとって今後

の課題である。山本太郎氏は市部平均10.29

％、西多摩郡平均8.35％だが、市部での差異

はほとんどなかった。これは支持層のほとん

どが無党派層だからと思われる。全く無名だっ

た維新推薦の小野たいすけ氏の得票率は全都

で9.86％、市部で8.28％、山本氏とそん色が

なかった。これは先ほども触れたが維新・吉

村大阪知事の全国的な人気の影響と思われる。

◇小池知事に求められるもの

小池氏は今回公約らしいものはほとんど示

さなかった。選挙公報では「東京大改革」

「稼ぐ東京」が目立ったが具体性のないもの

だった。それでも今後4年間都政を担うこと

になる。

NHK調査は小池知事の資質・能力もたずね

ているが、これが的を射ていて面白い。小池

知事が持ち合わせているのは高い方から「発

信力」「リーダーシップ」で、持ち合わせて

いないのは「弱者への共感」「将来像を描く

力」となっている。知事のこれまでの言動が

「冷たい」「思い付き」の印象を与えている

のだ。コロナ禍のもと生活困難を抱える人が

増え、自己責任社会の見直しが迫られている

今、地に足の着いた政策実行が求められる。

緑の風 MIDORI NO KAZE 2020 8

12

小池知事の資質・能力は？（単位：％）（NHK 1万人アンケート）
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東京都知事選挙 投票結果 【投票率】
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東京都知事選挙 投票結果 【候補者別得票率】


